
やりたいと
きやれるだ
けやる文化。

バリウスリンク会議による開発手法

楽しく取り組む

新しい流れ
をつくる

日本がこのまま企業都合（所持している設備や技術）での商品開発をして
いたのでは、少しずつですが、シュリンクをしていくと考えており、一通り
のインフラや生活必需品が出そろい、さらにエンタメ系も充実してきている
成熟社会では、ライフスタイル全体をリード＆コーディネトするような商品
イメージを構築し、それを達成するための企業群が必要だと考えています。

第一に理想的な商
品イメージを構築

達成するための企
業群を集めてくる

＋カーボンニュートラル

マッチングシステムNG 国際競争力が弱い

スタートUP経営支援NG
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P10：理想工場
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一般的なアマチュア
強豪の平均レベル

プロの平均レベル

藤井八冠（常に安定している）

AI（人工知能）のレベル将棋の藤井八冠の
強さのイメージ

序盤 中盤 終盤

「超一流の精神力」と言われ、序盤から中盤、そして終盤へと強さが
常に一定している。（他のプロ棋士は多少思考のムラが存在する。）

バリウスリンク会議
にて安定した開発力

理想的なシステム開発力

バリウスリンク会議にて
達成される技術開発力＝
連携＆情報共有でムラが

なくなる。（個々に独立・分
担をするとムラが生じる。）

過剰品質や性能不足

が発生、場合により設計
ミスが生じることがある。

分科会に分けたり、役割分担をし勝ちですが、成熟社会では通用せ
ず、全方位で同時に考える必要があります。＝バリウスリンク会議。

技
術

A

技
術

B

技
術

C

技
術

D

技
術

E
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その昔、アラーキという開発リーダーがいて、進捗会
議での口癖が「フガクの設計はミスがなく、スムーズに
いく」であり、他の設計者は委縮をし、チャレンジがで
きず、また設計ミスを重ねてしまう要因になった・・・

ニコンの元ステッパーの開発者の弁、「連携すべき
各社が機密情報として囲うようになり、自社の検討す
べき課題が増え、いくら人員を増やしてもリソースが
足りない状況が続いた。」＝ASLM社に負けた要因・・・

島津製作所の田中さんは、高い能力がありながら、

ノーベル賞を受賞するまでは、主任クラスに据え置か
れていました。背景に同調飲みにケーション社会があ
り、技術レベルよりも同調者（イエスマン）を優遇・・・

納期予定に対する、遅延理由
の体裁のよい内容を考え、資料
の作成の時間がもったいない。

頻繁な進捗会議はむし
ろ遅延の原因となる。

同調（イエスマン）社会は、足の
引っ張り合いが生じ、停滞する。

日産とルノーとの連携での話「日産側はルノーに対
し、日産のやり方に同調するよう要求したが、ルノー
側は、彼らの流儀を守った。」ことが訣別の要因に・・・

他の同調社会（会社や組織）と
は同調しない＝連携・情報共有
せず効率が低下し、停滞をする。

バリウスリンク会議
誰でもチャレンジ 構想段階コンペ

良い構想のみを伸ばすセレクト
進捗会議は行わず、遅延理由を問わない

所有する設備や培ってきた技術に左右されず、全体シス
テムとして、ひたすら使いやすさとコストとを追求する。

可能ならユーザー
にも入ってもらう
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バリウスリンク会議の具体的な進め方

参加各社は「バリウスリンク会議窓口課」を
設定する。

窓口課は、「バリウスリンク会議の概要」と「○○
のテーマで参加した」ことを全社内に通知をする。

ホストメーカーは「バリウスリンク会議対応課」
及び「窓口課」を設定する。

対応課は、「バリウスリンク会議の概要」と「○○の
テーマで参加し、ホストメーカーとなった」ことを全社内
に通知をする。（窓口課は、左記内容を実施する。）

窓口課は、「バリウスリンク会議の自社の分担の
テーマに沿ったアイデアを社内募集し、応募者およ
び応募グループからのアイデアをPPで受け付ける。
（専用ホルダーを設定し、応募者＆応募グループは

あらかじめ窓口課とのメールのやりとりで、該専用
ホルダーのパスワードを取得する。）

窓口課は、社内有識者（バリウスリンク会議出席
者）と相談し、アイデアに順位をつける。（3位程度ま

でをバリウスリンク会議にて報告する。どのアイデ
アも全体の整合性が取れない場合は、再度アイデ
アを募集する。それを何度か繰り返すことがある。）

窓口課は、バリウスリンク会議にかかった全経費
（専用様式）を次の月の10日までにホストメーカー
に送付する。（総人件費、設備使用料等・・・）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

窓口課は、バリウスリンク会議で了解されたアイデ
アの図面化のために社内調整を行う。（アイデア出し
グループと異なる部門が担当してもいいし、外部委
託も可能＝システムとして特許で守られている。）

対応課は、「バリウスリンク会議の設定、会議進行&

議事録作成及び各社窓口課への連絡及びオブザー
バー参加者への連絡を行う。

対応課は、議事録を含む各種資料のホルダーを作
成し各社窓口には、月ごとに代わるパスワードを通知
する。（各社の社員は、窓口課の了解が得られれば、
誰でも閲覧が可能となる。）

対応課は、自社を含む各社の提出した「全経費」を
チェックし、バリウスリンク会議でその概要を報告し、
議事録にも記載する。

ホストメーカー対応課

A社 B社 C社 自社

各社からのバリウスリンク会議への出席者２
名は固定せず、その都度社内公募がよい。

あくまで一つの提案であって、関係者が納期等で追い詰め
られることなく、楽しく仕事ができれば、形態はなんでもよい。
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太陽光パネル

3軒分、家庭用のツ

リー型太陽光発電シス
テム：地面に回転機構
を埋めて固定すること
で、固定台が不要とな
り、低コスト化を図る。 家庭用の「ツリー型

太陽光発電システム」

災害時の停電＆断水に対応し、電気と飲料水を確保し、永遠に維持する。

1m

1m

3m

10m

山奥の家や小さな離島等で暮らしていくために必要で、また各種災害時では、電気と飲料水
とをすぐに確保し、その後も維持することができるので、断水&停電を契機として切り替えを行う。
→カーボンニュートラルに貢献し、美味しい安全な飲料水を確保し、売電によって利益が出る。

飲料用と料理
用を確保する

朝日や夕日でも

発電を行う、太陽
光自動追尾型。

台風や吹雪で
はパネルを収
納する収納BOX

地面に穴をあけるだ
けで設置できるので、

災害時の電気と飲料水
とを確保し、その後も維
持する。（切り替える。）

生活用水は水道の復
旧、あるいは新たに井
戸を確保する。

空気中の水
を取り出す。

大気水製造機

カメラ

屋
内

モーター
ウオームフォイール
ウォームギヤ

蓄電池＆
AI（コンピューター）

AIがカメラ動画像の木々の

揺れや降雪状況からパネル動
作指示を出す。

太陽光パネル2x4枚x1mx3m

降雪時はパネルを
垂直気味にする。

太陽光自動追尾（緯度入力）

位置決
めロッド

ベアリン
グBOX

エンコーダー

巻取りモーター

中継プーリー

回転軸

空気中の水分を集めて水をつくる、大気
水製造機は、放射性物質も取り除くことが
できるフィルターを有しており、ピュア
ウォーター(純水)を創りだすことができる。

ワイヤー

衛星通信
情報カメラ

衛星通信カメラ＆ツリー型＆大気水

スマートホン
で閲覧及び
操作が可能
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①地方創生貢献度：25％
②世界平和貢献度：25％
③新技術の達成度：25％
④売上＆利益貢献：25％

1.会議での服装は自由とし、必ず本音で話す。（大義名分や会社の立場等は不要）
 2.議事録は共有サーバーに入れ、パスワードを設定し、誰でもみられるようにする。
3.平行線の議論は、次回の議題にし、その場では無理に結論を出さない。

研究開発知財会議

統括戦略会議（各会社の業績評価）

ホストメーカーのセンター長

販売・設置・サービス・メンテ準備会義

（世界中の技術動向を把握し、標準化をし、
知財の侵害監視や、新しい技術導入でさら
なる社会貢献ができないか検討する。）

売上至上主義から脱却しユーザ
の使用の満足度UPを追求する。

バリウスリンク会議

＜活性化会議システム＞

ホストメーカー
キーエンス

（随時）（随時）

（各国の地元サービス企業と連携しながら、各地の
問題点の共有を行い、共通の対応策を模索する。）

（双方で関連情報の再調査を伴う。）

全体会議（月一回）

（自分の立場を離れ、より広く考える。）

メーカー都合の開発から、ユーザー主導
の開発に切り替える試みとして、バリウス
リンク会議＝複数のメーカーによる定期的
な打ち合わせで、情報共有＆連携をし、国
際競争力のある使いやすい製品を提供。

各社は、2名が参加（ホストメーカーは

参加無制限）し、開発にかかった費用
をすべて申告する。ホストメーカーとサ
ブメーカーとで各社の業績評価を実施、
かかった経費の1.2～20ｘが売上の中

から支払われる。（ホストメーカーとサ
ブメーカーとで詳細内容を決定する。）

常任

ツリー型太陽光発電＆大気水

サブメーカー
G.F

サブメーカー
エプソン

大気水関連 エプソン販 （未定） 建築関連 （未定）（未定）

オブザー
バー参加

Aユーザー様Bユーザー様 経産省様国交省様 環境省様未定

喜びも悲しみも分かち合う
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エプソン、エプソ
ン販売、キーエ
ンス、DJI、・・・

長期各種観測、遭難時の緊急捜索及び観
光ビューカメラ用ドローンシェルターの提案

AIがカメラ映像から、積雪の状況や（木々の揺
れの状況から）風速を知り、ツリー型太陽光発電
の収納判断やドローンの飛行判断を行う。

充電機能

国内特許取得済
（(P6036954）

ドローンのカメラにSPADセンサーを

搭載し、夜間での捜索や生態観察
での鮮明なカラー動画を送信する。

ドローン

吹雪や台風から守り、充電
機能のあるドローンシェルター

スマートホン

で画像閲覧
及び雲台の
操作が可能
（衛星通信）太陽光パネル

蓄電池＆
AI（コンピューター） スマートホン

で画像閲覧
及び飛行の
操作が可能
（衛星通信）

ドローン

ドローン

ドローンシェルター
＆ドローン

全天候型雲台
＆高感度カメラ

ツリー型太陽光
発電システム

世界の市町
村の災害対策
及及び工場等
の警備用途等

積雪に強い

国内特許取得済
（(P6656522）

全体システムとしての特許草案を広田
が作成し、 キヤノンと広田との共同提
案にて、必要な国の国際特許を取得す
る。（参加企業で対価を均等分配する。）
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①地方創生貢献度：25％
②世界平和貢献度：25％
③新技術の達成度：25％
④売上＆利益貢献：25％

1.会議での服装は自由とし、必ず本音で話す。（大義名分や会社の立場等は不要）
 2.議事録は共有サーバーに入れ、パスワードを設定し、誰でもみられるようにする。
3.平行線の議論は、次回の議題にし、その場では無理に結論を出さない。

研究開発知財会議

統括戦略会議（各会社の業績評価）

ホストメーカーのセンター長

販売・設置・サービス・メンテ準備会義

（世界中の技術動向を把握し、標準化をし、
知財の侵害監視や、新しい技術導入でさら
なる社会貢献ができないか検討する。）

売上至上主義から脱却しユーザ
の使用の満足度UPを追求する。

バリウスリンク会議

＜活性化会議システム＞

ホストメーカー
エプソン

（随時）（随時）

（各国の地元サービス企業と連携しながら、各地の
問題点の共有を行い、共通の対応策を模索する。）

（双方で関連情報の再調査を伴う。）

全体会議（月一回）

（自分の立場を離れ、より広く考える。）

メーカー都合の開発から、ユーザー主導
の開発に切り替える試みとして、バリウス
リンク会議＝複数のメーカーによる定期的
な打ち合わせで、情報共有＆連携をし、国
際競争力のある使いやすい製品を提供。

各社は、2名が参加（ホストメーカーは

参加無制限）し、開発にかかった費用
をすべて申告する。ホストメーカーとサ
ブメーカーとで各社の業績評価を実施、
かかった経費の1.2～20ｘが売上の中

から支払われる。（ホストメーカーとサ
ブメーカーとで詳細内容を決定する。）

常任

ツリー型太陽光発電＆ドローンシェルター

サブメーカー
G.F

サブメーカー
キーエンス

（未定） エプソン販売 （未定） 建築関係 （未定）DJI

オブザー
バー参加

Aユーザー様Bユーザー様 経産省様国交省様 環境省様未定

喜びも悲しみも分かち合う
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ⱨ▫ꜟ♃כ

生活用水

（地下水）

UV-LED⌐╟╢⁸ ─
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大気水製造機

∆← ╘╢
⇔™
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⌐⁸ ≢ ≢⅝╢⁹

 

─ ⌐⌂╠∏

車による
在宅介護

ウクライナ復興住宅＝未来住宅（案）

スマートホン
で閲覧及び
操作が可能
（衛星通信）
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1

2

3

4

5

6

7

14

4

8

9

10

11

1２

１．ビルの屋上
２．タイヤ（重量受け）
３．下側回転クレーンアーム
４．ワイヤー１（電源ケーブル付）
５．ワイヤー２（電源ケーブル付）
６．ロボットハンド
７.  低速自動運転トラック
８．１５階荷受け部
９．１６階荷受け部
１０．１７階荷受け部
１１．円筒高層ビル側面
１２.  AIに画像情報を送るカメラ

１３．トロッコ形状の荷物受取の移動ロ
ボット
１４．上側回転クレーンアーム
１５．各種木材
１６．AIサーバー（全体統括）
１７．ワイヤー滑車部

5

世界の市町村に設置し、各階で同じ自動化ラインで並行作業を行う。

クレーンを回転しながら使い、無人運転のトラックにて、種々の材質、廃材を
含め木材を運び、複数のトラックを停車させた状態で、荷台にある木材をク
レーンで吊り上げ、各階の自動加工ラインの進捗状況に合わせ、木材を吊り
上げて、ラインに運ぶ。複数のカメラで状況を確認し、AIがすべてを管理する。

AIが複雑な形状をした廃材を何の部品
に適用し、どう加工したらよいかを決める。

８～10番の荷受け部には、13が

出入りし、各種木材を製造ラインま
で運び、製造ラインのロボットが加
工する。（全自動） 13

2

同一軸二連アーム
（回転＆伸び縮み）

15

16

17

Global
standard

低速自動運転車で一定の大きさの木材
を運び、自動搬入・自動加工・製品梱包・
分別ごみを含めた搬出を全自動で行う。

特許：https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7031786

必要な部品より小さ
な木片は、他の木片
とインローをつけ組
み合わせ、必要な大
きさにしたうえで接
着によって固定し、
接着が乾いてから、
加工する（全自動）

在庫を持たず、トラックから直接釣りあげ、
加工し、また加工品を直接トラックに積む。円筒形高層ビル木材加工全自動工場

（＆多目的）

10/10

別部品工場
の生産量の
管理も行う。
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